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今なぜ「父」について問うのか？ 

「父の機能」は、日本語としては聞きなれない言葉で
しょう。それは個の父／パパの問題ではなく、ある社会
集団の構成員に及ぶ効果・関数機能を指しており、ラカ
ン派精神分析において重要な概念です。「父の名」、父性
隠喩、そして「現実の父」とその言direといった用語を
通じて、ラカンによって議論されてきたのは、「父の機
能」ー父は何の役立つか/父無しでは済ませられないか、
という問題意識であり、それはラカン理論の変遷の諸段
階を貫通する導きの糸として、私たちの精神分析に対する
理解を深めてくれます。今回は特に、映画「シン・エヴァ
ンゲリオン劇場版3.0+1.0」を取り上げて、それをラカ
ン理論で分析するのではなく、その作品が語ることを通
じて、ラカンの思索の解題を目指したいと考えます。最初
のテレビ放映から実に25年を経て、2021年3月パンデ
ミックの最中にこの作品が公開されたことは象徴的な出
来事でした。その後1年以上を経て、作品が私たちの時代
にもたらしたインパクトはますます高まっているように思
われます。ロックダウンや自粛による社会的なリンク、集
団的な結束の低下と、それを補うように回帰する蒼古的
な父権的フィギュールの亡霊が、現在、私たちの現実その
ものを揺るがせているのですが、現実の不安に呼応した
症状(陰謀論や狂信的国家・民族主義)に対して、それらを
解釈するため、再び象徴的な父を復権させることが必要
なのか、という切迫した問題を、この作品は問いかけて
いるように思われるのです。あるいは、このように問い直
しても良いかもしれませんー精神分析は、まだ「父」を
必要としているのか？ 
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